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当期業績と前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

当社は、2020年７月 14日に公表しました「通期業績予想の修正に関するお知らせ」において 2020年 11月

期の業績予想を未定としておりましたが、本日公表しました 2020年 11月期通期業績と前年実績値に差異が生

じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１．当期業績と前期実績値との差異（2019年 12月１日～2020年 11月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 

前 期 実 績 （ Ａ ） 

百万円 

2,973 

百万円 

226 

百万円 

227 

百万円 

139 

円 

63.34 

当 期 実 績 （ Ｂ ） 1,445 △615 △558 △599 △266.91 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,527 △841 △785 △739  

増 減 率（ ％ ） △51.4 － － －  

 

 

２．差異の理由 

 新型コロナウィルス感染症（以下、COVID-19）の拡大により、当社が事業領域と定める飲食業界における求

人企業においては、COVID-19の感染拡大防止のための外出自粛要請や営業時間短縮要請、休業要請などによ

り業界全体の集客力が著しく減少する状況になっており、極めて厳しい環境下におかれております。当社とし

ても飲食需要の低下にともない、求人ニーズが大幅に減少したこと、また、採用を行なう企業においてもより

質の高い人材を求めて選考基準の引き上げが進んだことにより、売上高が前年を大きく下回る結果となりまし

た。また利益につきましても売上高の減少を受け、希望退職の募集、求人ニーズの大幅な低下にあわせて広告

宣伝費の大幅な削減や役員報酬の削減など徹底的な経費削減をおこないましたが、売上高の減少を補うことは

出来ず、当期実績が前期実績を大幅に下回る結果となりました。 

 

 

以 上 

 


